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世紀を「真の子どもの世紀」に！！

1 9 世 糸己末 にス ウェー デ ン の思 想 家 エ レン・ ケイ は 彼女 の 著 書

『 子ども（児童）の世紀』（19 0 0 ）で「2 0 世紀を子どもの世紀に」

と訴 えま した。そ れか ら1 0 0 年。 2 0 世 紀末 には子 どもの 権利条 約

が国連で採択され、世界各国で批准が進む一方で、児童労働、性搾

取、紛争地域 での子 ども兵士 、ス トリー トチル ドレン、虐待 、差 別、

精神的自由やプライバシーの侵害、教育の荒廃（い じめ、体罰e tc．）

など、子 どもを め ぐる 困難 な状況 は依然 と して続 いています 。

どれ もとて もや っか いな問題 ばか りです が、 これ らを 1 つ 1 つ解

決して いく ことな しには 「真 の子 どもの世紀」 に はな りえませ ん。

問題を解決するための第一歩は、このような子どもを巡る状況、

また解決 に向 けて動 いてい る大 人・ 子ど もたちの5吉動 を知 る ことで

す。

この よ うな認 識の もとで、 ニ ュー ス レター は今後 も国内外 の子 ど

もの権利 に関す る情 報を収集 し、発 信 して いきます。

新世紀 を機 に、紙面構 成 を以 下 のよ うな柱 立 て に改 めてみ ま した。

世 の中 の動 き に応 じて 、国 内外 問わず 、旬の 情妻板を抜 いま

す。

オ ンブ ズパー ソン制度 や チ ャイル ドライ ンな ど、各地域 で

進む子どもの救済に関する記事を掲載します。

各地域で進む子どもの権利条例づくりの進行状況を報告 し

ます。

子どもの権利に関するイベン ト・講演会・学習講座の報告

を参カロ者 に して も らい ます 。これ か ら行 われ るも のにつ いて

はその告 矢口も します。

ここで は主 に活 動 を して いる子 ども たち に活動 紹介 を して

もらい ます。
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行動で きる行動計画 を求めて

一原則・予算・評価機関を組み込んだ行動計画が必要だ一

森 実 （工クパット・ジャパン・関西）

1 ．寄せ集め的な行動計画政府案

2 0 0 0 年 1 2 月中旬になって、外務省は、「児童の商業的性的搾取

に対する国内行動計画 （案）」（以下、「日本政府案」と略 します）

を市民 団体 に示 して きま した。

政府 によ る こう した行動 計画 づ く りは、「第 1 国子 どもの商 業的

性的搾取反対世界会議」（1 9 9 6 年、ス トックホルム）が採択 した

「 行動のための課題」という文書が謳 っていたものです。同文書は、

「 実施の目標及び時期の設定が伴った国内行動アジ工ンタ及び進捗

評価指標を2 0 0 0 年までに策定する」と述べています。2 0 0 0 年ま

でに行動計 画を つ くる ことを会 議へ の参加国 すべ てが約束 したの で

す。この会議には世界から、日本を含む 12 4 カ国の政府代表が参

加していま した 。2 0 0 0 年 8 月 1 0 日現 在で 行動 計画 を策定 済み の

政府は2 9 カ国で あ り、 日本は この2 9 力国 に含 まれ ていません 。

ですか ら、お くれ ばせな が らも 日本政府 による行動 計画 づ くりが

始ま ったのは喜 ば しい ことです 。子どもの 商業的 性的搾取 とい う観

点か ら政府 の施策 が整理 された ことは これ までなか ったで し ょう。

しか し、 日本 政府案 で は、ス トック ホル ム会議 の 「行動 のた めの

アジ ェンダ」 で大 きな柱 とされ ていた 、間置喜解決 のため の 「子 ども

の参加」が、柱ごと除かれています。また、基本的な考え方や目標、

時期の設定や評価の指標などがかかれておらず、体系性を欠いたま

ま各省庁が実施する個別の事業を寄せ集めるにとどまっています。

2 ．エクパット関西の行動計画案

私 たち工 クパ ッ ト関西 は 、すで に2 0 0 0 年 10 月 に国 内行動 計画

案を発 表 して いま した。 そこで は、次 の 7 原則 を掲 げてい ます。（丑

被害の現実か ら出発する。（卦加害者は処罰されなければならず、被

害者は処罰されてはならない。③子ども虐待・搾取全般を土台に商

業的性搾 取 とい う問題 を と らえ る。（彰子 どもや 若者の 自己決 定と参

加を尊 重す る。（彰市 民個 々人や 市民団体 との協 力を重 視す る。（む人

権に関する教 育を推 進す るこ とと結合 する。（∋国際協 力を推進 しな
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がら取 り組み を進める。

このよ うな、取 り組み の原則 に当た る内容 は、 日本 政府案 で は打

ち出され ていませ ん。その ため、各 省庁 か らあが ってきた と思わ れ

る具 体的 施策 に は整 合性 の欠 け る内容 が い くつ も含 ま れて いま す。

たとえ ば、「子 どもの権 利」 とい う観点 か ら進 め られる べき 計画 が

「 子 ども の非 行防止 」 とい う観 点 に立 って いた り、「子 どもの 被害 」

とい う観点 が全面 に出さ れるべ きところ が 「子 ども にと って の有害

情報 の問題」 とされて いた りす るのです 。

私たちは、上のような「原則」に加えて、「年次予算」、「N G O

を含む評価機関」、という三つを明記 した行動計画を求めるもので

す。 これ ら三つの うち、 いずれ を欠いて も行動 計画は具 体化 され に

くくな ります 。 加え て 、ス トック ホル ム会 議以 後重 視 さ れて き た

「 子 ども と若 者の参加 」を大 きな柱 と して盛 り込 む ことを求め ます。

3 ．第 2 回横浜会議にご注目を

日本 政府 は、 2 0 0 1年 1 2 月 1 7 ・ 2 0 日に横浜 で 「第 2 国子 ども

の商業的性的搾取に反対する世界会議」を開催することを、2 0 0 0

年5 月 に発表 しま した 。 日本政 府案策 定も 、この 発表の あとで進 み

ました 。この会 議 に多 くの人 が注 目 し、あ わせて 国内行 動計画 が ど

のよ うな 内容 になるの かと いう点も監 視 して くだ さる ことを期 待 し

てい ます 。

＊工 ク パ ッ ト関 西 の 活 動 に つ い て は 、 私 た ち の ホ ー ム ペ ー ジ

h ttp ：／／te n k o m o「i．0「g ／e c p a t．h t巾をご覧 くださ い。ま た、エ クパ

ット関西 作成 の冊子 『約束 を果 たす ため に一日本で の取 り組 み と第

2 回世 界会 議 に向 けて』（2 0 0 0 年 ）、『レジ リ工 ンシ ーか らフ ァイ

ティン クス ビ リツ トヘ ーフ ィ リピンの子 ども性 虐 待へ の取 り組 み』

（ 2 0 0 0 年）も 、ご注文 いただけれ ば実費で お送 り します 。

工クパ ッ ト関西事 務所 ：

〒5 4 0 －0 0 1 2 大阪市中央区谷町 1－7 －4 M F 天満橋ビル 6 階

オフ ィスオルタナ テ ィブ内 、fa x ：0 6 －4 7 9 0 9 2 5 0

青少年社会環境対策基本法に反対を！！

「 有害社会環境」の規制を問いただす青年会議

要 友 紀・子 （工クパット ジャパン・関西・ユース）

1 ．青少年社会環境対策基本法藁とは

今通常国会で三月下旬頃に、自民党から青少年社会環境対策基本

法案 （以下法案）が上程される見込みだ（民主党か らも代案として

子ど もの権 利 条約 第54 号・ 200 1年 2 月15 日号

「 子ども有害情報からの子どもの保護に関する法律」が提出される

が紙 面の都合 で ここで は自民案 につい て。 しか し両 方とも法 案の趣

旨に大差はない）。

この法案は、「青少年の健全な育成を柑．害するおそれのある社会



環境からの青少年の保護に閲 し、その基本理念を定め、国、地方公

共団体、事業者、保護者及び国民の責務を明らかにするとともに、

青少年の健全な育成を阻害するおそれのある社会環境からの青少年

の保護に関する施策を総合的に推進 し、もって青少年の健全な育成

に資する こと」 を目的 と し、具 体的 には、青少 年 に 「有害」 な影響

を及ぼすと見られる事業者の「供給する商品又は役務 （サービス）」

に対 して、内閣総理大臣や都道府県知事が「指導」「助言」を行う

ととも に、「必要 な措 置を とるべき ことを勧 告」で き、「正 当な理 由

なくこれに従 わない ときは 、その 旨を公表 する ことがで きる」 とい

うシ ロモノだ 。

2 ．法案の内容とその背景

「青少年の健全な育成」を妨げる商品・役務は、ポルノ、暴力的

逸脱行為・不良行為の誘発・助長するもの （十六条）としか掲げら

れてお らず かな りあ いまい で、 さ らに これ らの もの につ いて は、十

七条に規定する青少年社会環境対策センターという “検閲団体”の

設置により、調査・苦情処理・情報収集・啓発活動などが行われる

ことにな って いる （内閣府 （旧総務 庁）の 外事βである青 少年育成 国

民会議の構成員から成り立つと思われる）。

この法案がつくられた背景には、多発する少年の凶悪犯罪 （9 8

年、中曽根弘文参院議員が国会で神戸・児童殺傷連続殺傷事件いわ

ゆる酒鬼薔薇事件を取 り上げ、雑誌・テレビを規制すべきと訴えた）

と、社団法人日本P T A 全国協議会 （「全国会員数 1 2 0 0 万」が殺 し

文句） の声 （「子 ども に見せ た くない 番組 は ？」 と いうア ンケ ー ト

を保護者にとった）、青少年育成国民会議やその下部組織の働きか

けな どが ある。

3 ．あ ち らこち らか ら上が る批判の声

この間、東京 のあち こち で法案反 対集会 が毎週の よ うに開かれて

いるが、 1月 3 1 日の出版労連の集会で都立大助教授の宮台真司氏

は、少 年犯罪 とメ ディアの 因果関係 につ いて、「『有 害情報 』だ と思

われ るメデ ィアを抑制 すれ ば、過剰 に暴力 的でも性 的でも ない健全

な人 間が育つ であろ うとい う『強力 効果論 』は、 マス コミ効果研究

の1 0 0 年 近 い伝 統の 中で 繰 り返 し実証 を試 み られ てい るが 、一度

も実証されていない」、「悪影響論に基づく有害環境の抹消ではなく

て、（親 の子 ども に対 する親 権 を根拠 にす れ ば）子 ども に見せ た く

ないもの を見せな いで済 む権利 、ど う しても見 たい とい う人 間は手

順を踏め ば見 られ る、 ゾーニ ングの ロジ ック、つま り棲 み分 けの理

論に基 づ く基 本 的な合 意が 必要」 と し、「我々 に とって 、この複 雑

な社会を生きる上で必要な作法というか知恵があるとすれば免疫

化。さ して重要 でもな いもの を重要 だと勘違 い し、他 人に迷惑 をか

けた り自分 の人生 を棒 に振る よ うな ことが 、時に はあ って もいい と

思いま すが、あ ま りあ って はな らな い‥・。 これを 防ご うとすれ ば、

やは りものを見 る 目を養 う必要 があ る。そ のため にはキ レイなもの

もキ タナイも のも見 て、それ がなぜ キ レイ なのかキ タナイ のか、そ

れを月府に落 ちる形 で理解 しない といけない」 と訴えた 。

また 、2 月 2 日 に行 われた民 放連 のシ ンポジ ウム では、萩 原 敏雄

氏（日本テレビ放送網専務）が、日本P T A 全国協議会が行 った「モ

ニタ リンクに よる テ レビ番 組 の実態 調査 」結 果 につい て、「子 ど も

に見せ た くな い番組 リス ト第 一位の 番組で も九割 方の親 は問題 と思

わず 、ベ ス ト1 0 の 下位番 組 は数％ の親 しか 名指 しして いな い。 そ

もそ も、見せ た くな い番組 が 『あ る』 と答 えた 回答 者の中 での％ の

出し方 はデー タ解 析と しておか しい」 と批判 。

青少年国民会議の下部組織である「大垣市明るい青少年都市市民

会議」（会長・小倉満市長）が集めた「青少年社会（有害）環境対

策基本法」（仮称）の制定を求める署名についても、自治会を通 じ

て、自治会長や班長へのお願いの文書と、署名用紙には法律の趣旨

は書いてあるが、法律の中身について具体的な記述はなかった。あ

る班長は「趣旨には問題がない。だけど、自治会を通せば署名を拒

みに くくな ると思 う。法律 の中身 が分 か らな いの に署名 させ ようと

いうのは無責 任で はない ですか」 と問題性 を指摘 して いるな ど、法

案の根拠に使われているいくつかの事柄は信憑性を疑われている。

4 ．反対の声を上げよう！！

上 程 までの問 に、さ らに集会 ・イベ ン ト、 メデ ィア の動き が活 発

化し、法案 の正体・ ウ ソが暴か れる ことにな るだろ う。今後 の動 き

につ い て 詳 し く知 り た い 、 一 緒 に反 対 を した い と い う方 は 要

（ y ka n a m e ＠m b．in fo w e b ．n e．泊 まで ご連結 ください。

国連・子どもの権御重貝会、

「 教育の目的」について初の一般的意見を採択～あ らためて問われる教育基本法「改正」論議

平 野 裕 二 （AR C代表）

一般的意見

2 0 0 1 年 1月 2 5 日 （第2 6 会期）、国連・子どもの権利委員会が

初の「一般的意見」を採択した。

「一般的意見」（ge n e ra l c o m m e n t）とは、条約の特定の条項の

意義や機能、その実施のために必要とされる措置などについて、委

員会 と しての正式 な解釈 を示 したもので ある。 そ こに示 された 見解

は、厳密な意味での法的拘束力こそ有 しないものの、条約の規定に

関する ひとつの権威 ある解 釈と して、締 約国の政 府や裁 判所等 によ

つて正当 に尊 重されな ければな らない 。

一般的意見第 1号のテーマには「教育の目的」（条約 2 9 条 1項）

が選ばれた。教育基本法「改正」を含む教育の反動的見直 しが本格

的に議論さ れよ うと してい る時期 にあ って 、まさ に格好の タイ ミン

グで 出され たもの と言えよ う。そ の意義 と して は、と りあ えず以 下

のよ うなも のを挙 げるこ とができ る （一般 的意見の 日本語訳 全文 お

よびさ らに詳 しい解 説 は 『い んふ おめ － しょん 子 どもの人 権連 』

7 2 号参照）。

（ 1）2 9 条 1項が条約のその他の規定と密接に結びついていること

〔 6 〕、 と りわ け教 育 におい ては子 どもの 「人 間と して の尊厳 お

子 ど もの 権利 条 約 第 54 号・ 200 1年 2 月15 日号J 詔



権利」と「最大限の、かつ調和のとれた発達」がもっとも重視され

なけれ ばな らな い ことを強調 した こと。教育 が促進 する子 どもの 発

達は2 9 条 1項 （b） ～ （e） を考慮 にい れた ホ リステ ィ ックな （全

体を視野にいれた）ものでなければならず 〔1・ 1 3 〕、「知識を蓄

積する ことに主 たる焦 点を当 て、競争 を煽 り、かつ子 ども の過度な

負担につ ながる ような タイプの 教育」 は子 どもの発達 を深刻 に阻害

する可能性 があるも のであ る 〔1 2 〕。

（ 2 ） ライ フス キル の習 得 をは じめ とす る子 ども のエ ンパ ワー メ ン

トが重視 されて いる こと。教育 の 「全 般的な 目的 は、 自由な 社会 に

全面 的 にか つ責任 をも って参カロするた めの子 どもの能 力お よび機会

を最大 限に増 進 する こと にあ る」〔 1 2 〕。 その た めには 、読み 書 き

の能 力だ けではな くラ イフスキ ル （日常生活 で生 じるさま ざまな問

題や要求に対 して、建設的かつ効果的に対処するために必要な能力）

を習得できるような教育が重要である〔9 〕。また、「権利の実現を

学びか つ経験 す るプ ロセス の一 環 と して」、学校 におけ る子 ども参

加が促進されなければならない〔8 〕。

（ 3 ）2 9 条 1項が教育制度そのもののあ り方を規律する規定である

ことを 、あ らた めて明確 に した こと 〔2 ・8 〕。「子 ども は校門 を く

ぐる こと によ って人 権 を失 うわ けで は」 な いので あ って 〔8 〕、学

校は「人間的な雰囲気を醸成 し、かつ子どもがその発達しつつある

能力 に した が って成 長でき る」よ うなも のであ るべきで ある 〔1 2 〕。

〓

● ■ 誹

「 いじめまたはその他の暴力的および排他的慣行を容認する学校は、

第2 9 条 1項の要件を満たす学校ではない」〔19 〕。

（ 4 ）教育のプロセスそのものが2 9 条 1項に掲げられた教育の目的

と合 致 したも のでな けれ ばな らない こと を重 視 して いる こと 〔8 〕。

2 9 条 1項の規 定 は、教育 に対 する 「バラ ンスの とれた ア プロー チ」

をとる こ と、「対話 お よび 違いの 尊重 を通 じて 多様 な価 値観 を うま

く調和さ せる ことがで きるア プロー チ」 を とる ことの必 要性 を認 め

たものである 〔4 〕。学校で用いられる教育方法も「条約の精神お

よび教 育理 念な らびに第 2 9 条 1項 に掲 げ られた教 育 の 目的を 反映

したも の」で な ければ な らない し〔 1 8 〕、「子 ど も、親 およ び教員

が教 育に関わ る意見 を言 える ことを確保 する」 ための モニタ リング

も求 め られ る 〔2 2 〕。

（ 5） 2 9 条 1二頃の実 施方法 につ いて、 カ リキ ュラム等 の改定 〔1 7 〕、

教職員の研修 〔18 〕、包括的な国内行動計画の策定 〔2 3 〕などい

くつ かの具体例 を挙 げたこ と。

学習・教育の自由への配慮が充分でないことなどいくつかの問題

もあるもの の、 これまで教 育の質 的側面 を充分 に取 り扱 ってこな か

つた委員会 が この ような一 般的意 見を まとめ た意味 は大き い。教育

をめ ぐる 日本 の議論のな かでも充分 に考 慮され るべきで あろ う。

子どもに問する国連総会特射会期の問催

好 光 紀 （日本ユニセフ協会）

今 年の 9 月 1 9 日－ 2 1 日 にか けて 、ニ ュー ヨー クの 国連本部 にお

いて 「子 どもに 関する特別 会期」 の開催 がユ ニセ フと準備委 員会 に

よって進められている。これは約 10 年前に世界の首脳を集めて開

催された「子どものための世界サミッ ト」で提案された「子どもの

生存、保護、発達に関する世界宣言」とその行動計画の進捗を再考

察すると同 時に新たな スター トの機会 に しよ うとするもの である 。

過去の 10 年間において、「子どもの権利条約」が世界各国で承認

され、各国 が行動計 画の遂 行 に努 力 した にもか かわ らず、い まだ に

世界では5 歳の誕生日を迎えることができない乳幼児が年間 1，1 0 0

万人いること、 2 億 5 0 0 0 万の子どもたちが教育の機会を奪われて

危険な労働に従事させ られていること、過去 1 0 年間で2 0 0 万人以

上の子どもが紛争で犠牲になり、3 0 万人の子どもが兵士として従

事させ られて いるこ と、世界 の 1 2 億人（その半 数 が子 ども）が 1日 1

ドル 以下の貧 困の状 況での 生活 を余儀な くさせ られて いる という現

実が ある。

こ う した現 実 を 目の前 に して 、2 1世紀 を迎 え た現在 、9 月 に予

定されているこの特別会期においては世界の首脳、国家元首、政治

のリーダー が一堂 に会 し、2 1世紀 の主役（現 在の子 ども たち とこれ

から生 まれ て くる子 ども たち） に向けて の新たな る宣言 と行動 計画

が話 し合 われ る予定で ある。

1月 2 2 日現在 にお いて 、参 加 を表 明 してい る 国は アル バ ニア 、

』子 ルバイ ジ ャン 、ボ リビア、 カナダ、 中国、 エクア ドル 、エ ジフ

子どもの権利条約 第 53 号・ 20 0 1年 2 月 15 日号

ト、フ ィンラン ド、フラ ンス、ガ ン ビア 、ガー ナ、 ジ ャマ イカ、 カ

ザフスタ ン、ケニ ア、ラオ ス、 リベ リア 、マ リ、メキ シコ 、モロ ッ

コ、ナイ ジェ リア 、パキ スタン、 パラ グアイ、ル ーマ ニア、 スウ ェ

ーデ ン、ベ トナムであ る。

一ヽ ′ 、
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「 フリース クール全 国 ネ ッ トワー ク設立鎗会 に参加 して」

鳥 井 康 照 （早稲田大学大学院）

2 月 3 日、東 京で フ リー ス クール 全匡トネ ッ トワー ク設 立総 会が 催

された 。設立 にあ た って は、 2 0 0 0 年7 月 に日本が 開催国 とな った

「 世界 フ リー スクー ル大 会 （lD E C ）」 におい て、 日本国 内 での フ リ

ース クール 問でネ ッ トワー クの確立 が必要 であ るとい う認 識 がき つ

かけとな つた。設立 の 目的 は、既存 の子 どもの場 にと らわれず 、多

種多様 な子 どもの成 長を応援 し、新 しい学 びを とも に創 りあ げてい

くことにあ る。現在 、国 内に散在 する フ リース クール は限 られ た予

算の 中で、小 規模 に行 っている ところが 多い。 しか し、全国で 数百

とも いわれ るフ リー スクール ・ フ リー スペ ース が今後 、 このネ ッ ト

ワー クに参加 し、活動 を共 に して い くことで、様 々な可能 性が広 が

つてい くであろ う。

当日の司会進行は、ID E C でも実行委員を務めていた田中健一君、

まだ十代の若者だ。小学校5 年生の時か ら公の学校に行っていない

彼は 、同年齢 の高校生 よ り、はる かに多 くの社会 経験 を積 み、三深い

自己認識を持ち、教育を幅広い視野でとらえている青年だ。教育改

革が大 人たち の鈍 い反 応を待 つ までもな く、子 ども 自身 の手 によ っ

て取 り組まれ てい る姿に、新 しい時代の空 気 を予感させ た、そん な

催しであ った 。

「 川崎市子 どもの撥椰 こ附する条例」が成立（2000．12．21）

2 0 0 0 年 1 2 月 2 1 日、川崎市議会本会議で、「川崎市子どもの権

利に関す る条例 」が全会 一致 で可決成 立 しま した。 この条例 は、同

日付で 公布 さ れ、2 0 0 1年4 月 1 日か ら施行 され ます。今 後 は、 こ

の「子どもの権利条例」を活かし、子どもの権利実現を支援するよ

うな施策の推進が求められます。

なお、『川崎市子どもの権利に関する条例』（全文）は、以下で閲

覧できます。

h t t p ノ／W W ．C it y ．k a w a s a k i．jp ／8 8 ／8 8 z in k e n ／h o m e ／k e n「i／

0 0 0 1 ＿0 0 1 ．h t m

担当 ：川崎市教育委員会

総務部人権・共生教育担当

（電話）0 4 4 －2 0 0 －3 2 7 3

（E －m a iけ 8 8 z in k e n ＠ c ity ．k a w a s a k i．jp

子どもの権科検討委貝会 を設置～岐阜県多治見市～

内 田 塔 子 （子どもの権利条約ネッ トワーク運営委員）

2 0 0 1年 1月 2 3 日に、 山支早 県多 治見 市で 、子 ど もの権 利条 例づ

くりにむ けた 「子 どもの権利検 討委員会 」が発足 しま した。

すでに川崎市・箕面市等わずかな市で子 どもの権利条例を制定、

ある い はそ れ に向 けて本 格 的 に取 り組 む 自治体 が 増え つ つあ るな

か、同市で は、1 9 9 4 年に子 どもの権利条 約が国 内批准 されてか ら、

条約の趣旨を踏まえた施策の推進が必要との認識のもとに、子 ども

の権利 に関 して 、次 のよ うな 取 り組み が行われ てき ま した。

（ 〇リー フ レッ ト「知 ってい ます か ？子 どもの権 利条約 」の全 戸配布

（1 9 9 7 ．2）

（ 彰子 ど も の権 利 に関 す る フ ォー ラム・ 講 演 会 の実 施 （ 1 9 9 8 ．3 、

1 9 9 9 ．3）

③「た じみ子 ども議会」（ 1 9 9 9 ．1 2 ）「子 ども会 議 2 0 0 1 」

（2 0 0 1．3予定）「西寺市長と語る ！座談会」（2 0 0 0 ．9 ）の開催

（ 彰子 ども の権利 に関す るアンケ ー トの実 施 （2 0 0 0 ．6 ）－－一子 ども

5 0 0 人おとな5 0 0 人対象・7 0 ％回答 （現在分析中）
●

⑤19 9 6 年 9 月に策定され、現在計画期間が終了 している「多治見

市児童育成計画」（当時は福祉推進課、現在は福祉企画課が担当）

を、子どもの権利の視点を入れた新たな計画策定のために見直す

⑥2 0 0 0 年 12 月議決の第5 次多治見市総合計画基本計画において

「子どもの権利の保障」を位置づけるとともに、平成 1 3 年 1 月決

済の同基本計画において「子どもの権利条例の制定」を明示

検討委員会の構成メンバーは15 名。多治見市内の学校長、教諭、

生活指導主事、児童委員、教育委員、人権擁護委員、子ども相談セ

ンター所長、有識者の他に、 5 名の公募委員が市長か ら委嘱される

形で委員会を構成、すでに話 し合いが始められています。

今 後 は、子 どもの権利 条約 をよ り効 果的 に実 施 して い くた めの有

効な手段として子どもの権利条例の制定を位置づけ、条例制定に向

けた検討 を具体 的に進め てい くこ とにな りま す。また 、それ と並行

して、昨年 実施 したア ンケー ト調査の結 果を分 析 して子 ども の権利

にかかる現状把握に努め、大人・子ども両者の権利意識向上のため

に、継続 してフ ォーラム や講演会 を開催 して い く予定 にな っていま

す。
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監貰

「 国際 シ ンポ ジウム 子 ども達の こ と地域 で考 えよ う」報 告

（1／2 9、東京・町田）

林 大 介 （子どもの権利条約をすすめる町田の会・代表）

日本で は現在 、 1 0 代 の青 少年 によ る動 向が様 々な と ころで…主目

されて い ます が、 アメ リカ の地 域社 会 で は、 N P O （非 営利 団体 ）

が青少年問題に関して積極的にかかわり、警察・司法・医療行政 ・

社会福祉行政、そ して家庭と連携を保ちながら取り組み、成果をあ

げてい ます。

そ う した中 、ア メ リカ で3 0 年 以上 にもわた って活動 を して いる、

青少年 団体 「ハ ックル ベ リー・ ユー ス・ プロ グラム」（ア メ リカカ

リフオル ニア州 サ ンフラ ンシス コ）の理事 、ア ー ノル ド・パー キン

スさん を招 い ての 国 際 シ ンポ ジ ウム が 、 1月2 9 日 （月 ）の 午後 、

東京 都町 田市で 開催 さ れま した 。（町 田市 内で活 動 してい る市民 に

よる「子どもを地域・ 社会で育てる会」主催）

「ハ ックル ベ リー・ ユ ース・ プログ ラム」 は、 1 9 6 7 年 に設立 さ

れた団体で、家出や家庭内虐待・精神障害のある青少年のためのシ

ェル ター運営 と、 エイズ予 防や教 育を若 者同士 が教え あい、 望まな

い妊娠 の防 止や メ ンタルヘ ルス とい った青少 年 ク リニ ック、の 2 つ

が主な活動内容です。警察が青少年をハ ックルベ リーに連れてきた

り、健康医療局が看護婦やカウンセラーを派遣 し、社会福祉局が家

出青少年 の フォロー や性的虐 待・ 家 庭内虐 待を うけた子 どもの サポ

ートを する ソーシ ャル ワー カー を派 遣す るな ど、行政 との連携 を重

視しな が らも 、N P O と して創造 的 かつ柔 軟な サー ビス を提 供 して

います。

報パーキンスさんは「家出をすることで家族に対 してメッセージを

送 って います。若 い人 は 自分 を認め ても らい たいと強 く思 っている」

と言 い ます。 また 、ハ ックルベ リー で は 1 0 代 の青 少年 が ピア カ ウ

ンセ ラー にな って お り、「ハ ックル ベ リー に来 た若 者 は、私 た ちお

とな よ りも同 じ世 代の若 者の 声を よ く聞 く。そ して適切 な研修 を受

けた若 者 は、 お とな 同様の カ ウン セ リング をす る。」 とも語 ってい

ます。青少年自身がもっている権利や人生を決定する能力を尊重し、

様々 な動1幾を も って生 き てい るこ とを尊重 す る こと。 この 2 点 が青

少年 にと って大切 だと い うことが とても伝 わ り、 日本 でも 同様 の こ

とが言 えると実感 しま した 。

最後 に日本の少年法改正問題に触れ、「子どもを成人と同 じ刑務

所 に入れ るの は良 くな い。 それ で は社会 が不 健全 に な って しま う。

青少年を社会から隔離するのではなく、創意工夫で対処すべきで、

少年法改正 は良 くな いと思 っている」 と締め く くりま した。

今 回の シンポ ジウム には、中高 生の ため のフ リー スペー スを 開設

している方、警視庁少年センター所長、青少年問題特別委員会前委

員だ った衆 議 院議員 の方 々 か らも 報告 が あ りま した 。参加 者 も 5 0

名を超え、地域で子どものために何ができるのかを考える貢重な機

会で した。（この シ ンポ ジ ウム につ い ての 問合 せ は 、「子 ど も を地

域・社会で育てる会」 T e l．0 4 2 －7 2 9 －2 2 9 6 まで）

日教組第50次教育研究全国集会（全国教研）

～平和・人権・環境・共生の2 1世紀へ～に参加 して
（ 1／27～ 1 ／30、東京）

吉 田 雪 絵 （子どもの権利条約ネ ットワーク運営委員・高校生）

熊本県・福岡県・川西市・川崎市の子どもたちと全国の教職員の

皆さん が 、同 じ輪 に入 つて 『学習 内容 』『い じめ 』『校 則』『体罰 ・

内申』の4 つの グル ープ に分・かれ て、デ イスカ ッシ ョンを しま した。

私は、熊本県の中学生の女の子と『い じめ』のグループデイスカ

ツシ ョンに参加 しま した。教 職員の 皆さん か ら、自分の身 近 に起 き

た『い じめ』の 問題 や、その 『い じめ』 をどの ように して解決 した

のかを 、話 して も らい ま した 。その話 には、自分 の身近 には とて も

考え られない ような 『い じめ』や 、その 『い じめ』に 関係 して いる

子ども たちの周 りにいる先生・ 親の 『ちか ら』の 大き さを感 じま し

た。

例え ば、い じめ られ てい る子 ども に、友達 で も先 生・ 親 でも 、誰

かひ とりでも 自分の味 方 にな って話 を聞 いて くれた り、何 か を して

くれた りするだ けで 、その子 ども は安心す るもの です 。だか ら、い

じめ られて いる子 どもの 味方 にな って あげる こ とも、『い じめ』解

決方法のひとつなのです。

『い じめ の解決 に つい て一番 大切 な こと』 は、「子 ども はみん な

違う、そ の違 いを しつか りと解 って ほ しい 、その子 どもの こ とを し

つか りと矢口つて いれ ば、早 く解 決で きる と思 う」 とい う意 見が でま

した。そ の意見 は、参加 した子 ども も、大人 も同 じで した 。先生 が

クラス 4 0 人の 性格 をきちん と理解 してい れば、そ れだ けで、子 ど

もには『 自分の 味方』ができる のです 。子 ども の性格 を知る ために、

今す ぐにでき るこ とって何だ ろ う・…‥？そ れは、子 ども と話 をする

こと 。

『い じめ解決 』のた め に、今 か らでき ること 、す ぐにはで きない

ことが ある けれど、な くな らない といわ れてい る 『い じめ』 に苦 し

んでい る子 どものため に、子 どもの近 くにいる先生 が子 どもの 味方

にな ってあ げられた ら、い じめの苦 しみ か ら助 け られ る子 ども はた

くさん いる と思 うので 、少 しずつで も実現 して いけた ら良い と思い

ました 。
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いよい よC E 東京支局が問局 しま した ！！

安 部 芳 絵 （C E 東京支局プログラム・アソシエイ ト、子どもの権利条約ネットワーク運営委員）

2 0 0 1年 1月 2 8 日（日）、前 日の大雪がまだ残る中、東京都渋谷

区広尾 のC E 東京 支局 （C E ：C h ild「e 什s Exp「es、チルドレンズ・エ

クス プ レス） で 、オー プンハ ウス が開催 され ま した 。新世紀 の幕 開

けと共 に活 動 を開 始 した 、C E東京 支局 のお披露 目のイベ ン トです 。

C E ジ ャー ナ リス トで あ りC E ジ ャパ ンの 理事 長でも あ る前 田海 嘉

（ 1 6 才 ） か らの挨 拶で は じま った オー プンハ ウスで は、 ユニセ フ親

善大使 であ る黒柳徹 子 さん を迎 え ての デモ ンス トレーシ ョン記者 会

見や、「子どもの声を社会へ伝える重要性」「勉強と遊び、どっちが

大事 ？」 と題 したラ ウン ドテーブル が行 われ ま した 。 1 日で約 1 3 0

名の人 々が訪 れ、お とな の記者 がC E ジ ャーナ リス トに質 問をす る場

面もあ ち らこち らで見 られま した。

現在、C E東京支局では8 才から 1 7 才までの3 4 名の子どもジャー

ナリス トが活 躍 してい ます 。 1月 に は話題 とな った映 画 『バ トル ・

『 季刊子 どもの権利条紛』

（工イデル研究所、

■

第1 号

第2 号

第3 号

第4 号

第5 胃

第6 号

第7 号

第8 号

第9 号

第10 号

『 子 ども とおとなの パー トナー シ ップ』

『 子どもの居場所と学びを求めて』

『 地域・自治体と子どもの権利条例』

『 日本の子 ども と世界 の子 どもをつ な ぐ』

『 子どもが力をつける権利学習』

『 採択 10 周年使おう ！子どもの権利条約』

『 子 ども を支 える地域 の コー デ ィネー ター』

『 ス トップ ！体罰・虐 待』

『 少年事件・性的虐待－その回復支援』

『 関係不全にいどむ一子どもの自治支援』

ロワイアル』に関連して深作欣二監督や、石井紘基衆議院議員への

取材な どを行い ま した。

子 どもの 権利 条約 ネ ッ トワー ク とC ∈は 1 9 9 9 年 よ り覚 え書 きを

交わ して交流 を 進め て きま した 。覚 え 書 きの 中の ひ とつの 目標 は

C E 東京 支 局 の設 立 で したが 、 よ うや くそ れが 現実 と な りま した 。

子どもの権 利条 約ネ ッ トワー クか らは、代 表の喜 多明 人が C E ジ ャ

パンの理事 とな ってお り、両 団体は交流 を更 に深 めて行 く予 定です 。

子ども独自の視点が、閉塞感のある日本社会へ光 りを投げかける

目もも うす ぐで す。

C E東京 支局 ：〒1 5 0 －0 0 1 2

東京都渋谷区広尾5 －2 2 －3 広尾西川ビル 8 F

T e l∴ 0 3 －5 7 9 5 －2 3 3 6 ／ F a x ：0 3 －5 7 9 5 －2 3 4 3

年4 回発行、 1 6 0 0 円）

子どもの権利条約に関する情報の提供、子どもとおとなの意見交

換、ネ ッ トワー クの確立 な どを 目的 と した雑誌 で、 19 9 8 年8 月 に

第1号が創 刊され ま した （年 4 回発行 ）。

堅苦 しい解説型 の教育雑 誌で はな く、市 民参加・ パー トナ ーシ ッ

プ型雑誌で、家族・教育・福祉・少年司法・労働など、縦割 りにな

りがちな 「子どもの 問題」の ネ ッ トウーク を目指 して います。

魅力的な特集を毎号組むほかに、学校や地域・諸外国の取 り組み

の紹介や、「子ども悩む相談室」などを毎回収録 しています。定期

購読も募集中 ！！

√

γ

rhU

こ

シ

子どもの権 利 条 約 第54 号・ 200 1年 2 月15 日号 ∠』
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N C R C が後援・賛同・協力 し、参加 したイベ ン ト・会合などを掲載 しています。

20 0 1年 1月
※ 「O 」 は、 事 務 所 開 設 日 （月 ・ 金 ／ 13 ：0 0～ 18 ：00）

編集人 のひ と りご と（不 定期） い まだ試行錯誤の只中 にあ り、まだ当分 は只 中にいますので、率直

5 0号 を機 に、従 来B 5版だ ったニ ュース レターをA 4版に改め 、今 な ご意見 ご感想があれば是非お聞 かせ くだ さい。 みな さんのひ とこ

度は新世紀 を機 に、紙面構 成を改 めてみま した。 いかがで したか。 とがニ ュース レターを大 きく変 える可能性大です。
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